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「自動車は CO2 削減にどのように貢献できるか」と題して、最新のエコカーについて討論

した。ノーベル博士の基調講演に続いて、電気自動車、高効率内燃機関、水素インフラに

ついて産業界から発表があり、大学からはバイオ燃料・化学品について講演した。パネル

ディスカッションではそれぞれのエコカーの得失やアジアでの展開について議論し、パネ

ラーが個人として、今後のエコカー発展への協力についての MoU（Memorandum of 
understanding）に署名した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

  



 

 
１．エネルギーの 1/4 は自動車で使われており、環境にとっても自動車は極めて重要な位置を占める。 
２．自動車の Well to Wheel までトータルの CO2 削減での環境の改善を図る必要がある。 
３．電気自動車、燃料電池自動車、改良型内燃エンジン等、自動車の環境対応に対する各国の多様な

アプローチが存在する。 
４．自動車の動力源を電気とするか、水素燃料とするか、また、水素燃料の製造法によって、自動車

の Well to Wheel までトータルの CO２削減の効果も大きく変わる。  
５．自動車の CO2 削減について、①自動車エンジンの効率化による CO2 削減、②発電所での効率化

による CO2 削減があるが、アジア地域の将来は、③再生可能エネルギーを利用した電気自動車の

展開による CO2 削減が最も期待される。 


